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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸からイノシトール1,4,5-トリスリン酸とジアシルグリセロールの生成を触媒します。この反応はカルシウムを補因子として利用し、受容体型チロシンキナーゼ活性化因子の細胞内伝達において重要な役割を果たします。例えば、SRCによって活性化されると、このタンパク質はRasグアニンヌクレオチド交換因子RasGRP1をゴルジ体へ移行させ、そこでRasを活性化します。また、このタンパク質はヘパリン結合成長因子1（酸性線維芽細胞増殖因子）活性化チロシンキナーゼの主要基質であることも示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見出されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Jurkat (1)、K562 (2)、A431 (3)、Hela (4)、およびPC-12 (5)細胞溶解物に対するPLCG1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PLCG1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

